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第
96
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
に

は
、
森
林
労
連
と
し
て
、
林
野
労

組
中
央
本
部
、
関
東
地
本
東
京
支

部
、
本
庁
本
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
組

織
か
ら
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
中
央
式
典
に
先
立

ち
、
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
、
出
展

エ
リ
ア
で
は
、
70
以
上
の
団
体
が

活
動
紹
介
や
物
品
販
売
な
ど
を
行

っ
た
ほ
か
、
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
る
な
ど
盛
況
を
呈
し
ま
し

た
。中

央
式
典
で
は
、
芳
野
中
央
実

行
委
員
長
（
連
合
会
長
）
が
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
、
2
0
2

5
春
季
生
活
闘
争
は
、「
昨
年
に

引
き
続
き
高
水
準
で
の
賃
金
改

善
、
と
り
わ
け
中
小
・
小
規
模
事

業
所
に
お
い
て
前
回
を
上
回
る
賃

上
げ
率
と
な
り
、
確
実
に
格
差
は

縮
ま
っ
て
い
る
。
働
く
こ
と
が
単

に
生
活
の
糧
を
得
る
だ
け
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
そ
の
も

の
で
あ
り
、
自
己
実
現
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
和
や
人
権
の
侵
害
、

自
然
災
害
な
ど
の
情
勢
に
対
し

て
、「
今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目

に
あ
た
る
、
80
年
前
に
多
く
の
犠

牲
と
引
き
換
え
に
築
か
れ
た
平
和

を
こ
の
先
に
つ
な
い
で
い
く
た

め
、
改
め
て
力
を
合
わ
せ
、
心
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
石
破
茂
内
閣

総
理
大
臣
、
福
岡
資
麿
厚
生
労
働

大
臣
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事

か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
を

続
け
る
現
場
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
連

合
の
永
江
光
都
子
中
央
執
行
委
員

よ
り
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
お

も
て
な
し
は
『
タ
ダ
』
と
い
う
長

年
の
商
慣
習
に
も
と
づ
く
価
格
設

定
や
、『
お
客
様
は
神
様
』
な
ど

に
示
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が

我
慢
を
強
い
ら
れ
る
。
働
く
も
の

を
守
る
職
場
環
境
の
整
備
に
取
り

組
み
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

国
際
連
帯
・
人
権
尊
重
の
現
場

か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
グ
ル
ー
プ
組

織
化
推
進
局
、
在
日
ビ
ル
マ
市
民

労
働
組
合
の
ミ
ン
ス
イ
会
長
は
、

「
介
護
技
能
実
習
生
と
し
て
働
く

仲
間
は
、
勤
務
先
か
ら
有
給
休
暇

は
認
め
な
い
、
す
ぐ
に
辞
め
ろ
と

言
わ
れ
た
が
、
在
日
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
労
働
者
、
す
べ
て
の
労
働
者

が
、
働
く
も
の
の
権
利
が
守
ら

れ
、
安
心
、
安
全
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
母
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
2

0
2
1
年
2
月
の
軍
事
ク
ー
デ
ー

に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
や
避
難
者

が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
4
月
28
日

の
大
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
国
民

が
大
変
苦
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
支
援

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

最
後
に
、
永
渕
メ
ー
デ
ー
常
任

実
行
委
員
が
戦
後
・
被
爆
80
年
、

次
代
に
つ
な
ぐ
平
和
の
特
別
決
議

（
案
）
を
、
さ
ら
に
横
内
メ
ー
デ

ー
常
任
実
行
委
員
が
メ
ー
デ
ー
宣

言
（
案
）
を
提
案
し
、
満
場
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
、
式
典
の
最
後
に

玉
那
メ
ー
デ
ー
常
任
実
行
委
員
の

が
ん
ば
ろ
う
三
唱
で
閉
会
し
ま
し

た
。

賃
上
げ
と
平
和
へ
の
誓
い

中
央
メ
ー
デ
ー
に
2
万
9
2
0
0
人
が
集
結

4
月
29
日
、
東
京
代
々
木
公
園
に
て
連
合
主
催
の
第
96
回

メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
が
開
催
さ
れ
、
2
万
9
2
0
0
人
（
連

合
発
表
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
生
活

向
上
を
掲
げ
る
メ
ー
デ
ー
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

2025年度新規採用者も
元気に参加！

【
藤
森
通
信
員（
関
東
・
埼
玉
）】

4
月
27
日
、
連
合
埼
玉
第
96
回

秩
父
地
域
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ

れ
、
埼
玉
分
会
か
ら
3
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ー
デ
ー
は
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
い
た
会
場
が
使
用
で
き

ず
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
各
単
組
か
ら
親

子
連
れ
を
含
め
多
く
の
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
次
代
に
つ
な
ぐ

平

和
の
願
い
！
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

支
え
合
う
安
心
社
会
と
確
か
な
未

来
（
あ
し
た
）
を
！
」
ス
ロ
ー
ガ

ン
や
「
自
然
災
害
や
戦
争
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
な
い
決
意
、
春
季
生

活
闘
争
、
労
働
組
合
の
意
義
、
一

人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

目
指
す
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

メ
ー
デ
ー
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。「

戦
後
・
被
爆
80
年
、
次
代
に

つ
な
ぐ
平
和
の
特
別
決
議
」
で

は
、
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
改
め

て
盛
り
込
ま
れ
、
世
界
が
よ
り
良

い
未
来
（
あ
し
た
）
へ
と
向
か
う

た
め
の
行
動
と
平
和
の
誓
い
を
決

議
し
ま
し
た
。

秩
父
地
域
の
ま
す
ま
す
の
発
展

の
た
め
に
も
、
大
き
な
意
義
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
考
え
を
改
め
て

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
メ
ー
デ

ー
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

【
石
川
通
信
員（
東
北
・
米
代
東
部
）】

4
月
26
日
、
第
26
回
メ
ー
デ
ー

大
館
地
区
集
会
は
約
3
5
0
人
の

組
合
員
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し

た
。
米
代
東
部
分
会
か
ら
5
名
、

上
小
阿
仁
分
会
の
仲
間
3
名
、
林

退
会
9
名
の
17
名
が
参
加
し
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
度
新
規
採
用
者
で

い
ち
早
く
加
入
し
た
矢
口
海
人
さ

ん
も
メ
ー
デ
ー
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
開
催
時
間
帯
に

雷
や
突
風
、
雨
の
予
報
が
出
さ
れ

た
た
め
、
参
加
者
の
安
全
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
急

遽
、
屋
内
の
大
館
労
働
福
祉
会
館

に
お
い
て
開
催
と
な
り
、
パ
レ
ー

ド
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
後
は
参
加
者
全
員
の
ほ

か
、
石
田
県
議
会
議
員
、
岩
本
市

議
会
議
員
も
加
わ
り
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

賃上げが当たり前の
社会をめざして

【
佐
藤
通
信
員（
近
中
・
山
口
）】

連
合
山
口
は
4
月
26
日
、
山
口

市

維
新
百
年
記
念
公
園
に
お
い

て
、「
第
96
回
連
合
山
口
県
央
地

域
協
議
会
メ
ー
デ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

集
会
に
は
連
合
山
口
加
盟
産
別

労
組
の
組
合
員
等
約
1
0
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
地
元
の
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
も
あ
り
、
数
年
ぶ
り

の
晴
天
に
よ
る
開
催
と
な
り
、
山

口
分
会
か
ら
は
4
名
の
組
合
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

連
合
山
口
・
伊
藤
会
長
は
「
よ

り
良
い
働
き
方
、
暮
ら
し
を
つ
く

っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
、
賃

上
げ
が
当
た
り
前
の
社
会
を
め
ざ

す
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
「
メ
ー
デ

ー
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
戦
後
80
年
の
節

目
で
あ
る
こ
と
か
ら
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
尊
さ
を
未
来
に
継
承

す
る
特
別
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。式

典
の
最
後
は
、
連
合
山
口
・

岩
本
議
長
の
力
強
い
発
声
に
よ
る

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

定
期
全
国
大
会
に
向
け
本
部
オ
ル
グ

中
央
本
部
は
、
2
0
2
5
年

6
月
23
日
か
ら
7
月
11
日
ま
で

の
間
に
、
来
る
7
月
26
日
に
開

催
す
る
林
野
労
組
第
21
回
的
全

国
大
会
に
向
け
た
オ
ル
グ
を
実

施
し
ま
す
。

各
地
本
の
オ
ル
グ
担
当
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
北
海
道
：
山
田
、
中
村
雅

▽
東
北
：
三
品
、
天
田

▽
関
東
：
中
村
、
前
川

▽
中
部
：
鳴
川

▽
近
畿
中
国
：
鳴
川

▽
四
国
：
天
田

▽
九
州
：
海
老
沼

▽
本
庁
：
山
田

活
発
な
議
論
に
向
け
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
本
日
程
も
決
定

ま
た
、
各
地
本
に
お
い
て

は
、
次
の
日
程
で
、
地
本
大
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
北
海
道
：
7
月
11
〜
12
日

▽
東
北
：
7
月
18
〜
19
日

▽
関
東
：
7
月
4
〜
5
日

▽
中
部
：
7
月
11
〜
12
日

▽
近
畿
中
国
：
7
月
11
〜
12
日

▽
四
国
：
7
月
19
日

▽
九
州
：
7
月
12
〜
13
日

▽
本
庁
：
7
月
18
日

30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
5
月

の
連
休
と
年
末
年
始
の
年
2
回
の

帰
省
が
定
着
し
て
い
る
。
実
家

は
、
西
日
本
第
2
の
高
峰「
剣
山
」

（
1
9
5
5
ｍ
）
の
山
麓
に
位
置

し
、今
の
と
こ
ろ
、健
康
に
の
ん
び

り
と
暮
ら
し
て
い
る
両
親
に
は
感

謝
し
た
い
▼
健
康
の
秘
訣
は
「
百

薬
の
長
」
と
「
豆
腐
」
と
い
う
こ

と
で
、
前
者
は
適
量
な
ら
ば
、
後

者
は
食
べ
る
こ
と
の
他
に
「
豆
腐

家
」
な
ら
で
は
の
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
が
あ
る
よ
う
だ
▼
今
年
の

5
月
は
元
中
央
執
行
委
員
の
Ｙ
氏

が
実
家
に
遊
び
に
来
て
く
れ
た
。

Ｙ
氏
の
終
業
時
間
に
合
わ
せ
、
車

で
片
道
2
時
間
半
を
か
け
て
迎
え

に
行
き
、
田
舎
料
理
を
あ
て
に
酌

み
交
わ
し
、
翌
朝
は
豆
腐
家
で
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
作
り
立
て
の
豆

腐
を
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た
▼
そ

の
後
、
剣
山
の
山
開
き
に
出
か

け
、
当
初
は
登
山
リ
フ
ト
を
往
復

し
て
下
山
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

頂
上
ま
で
登
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｙ
氏
の
「
日
本
名
山
」
登
頂
リ
ス

ト
は
更
新
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
つ

い
つ
い
軽
装
の
ま
ま
頂
上
ま
で
上

が
っ
て
し
ま
い
、
右
膝
痛
（
私
）

と
腸
の
不
具
合
（
Ｙ
氏
）
を
訴
え

な
が
ら
の
下
山
と
な
っ
た
▼
や
っ

と
駐
車
場
ま
で
辿
り
着
き
、
飲
み

過
ぎ
と
睡
眠
不
足
な
ど
お
構
い
な

し
の
「
無
計
画
登
山
」
等
を
反

省
。
帰
り
の
車
内
で
は
、
い
ず
れ

は
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
中
山
間
地

域
の
情
景
に
寂
し
さ
抱
き
、
利
潤

追
求
の
一
極
集
中
経
済
の
歪
み
が

地
方
に
現
れ
て
い
る
実
態
を
痛
切

に
実
感
し
た
。
（
ｉ
ｎ
ｏ
ｓ
ｏ
）

No.308

関 東

メ
ー
デ
ー
の
意
義
を
実
感

近 中

東 北



【
堂
坂
通
信
員（
北
海
道
・
留
萌
南
部
）】

5
月
1
日
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま

し
た
が
少
し
肌
寒
い
中
、
第
96
回

留
萌
地
域
メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
催

さ
れ
、
組
合
員
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
約
1

0
0
名
が
参
加
、
林
野
労
組
か
ら

は
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

留
萌
市
内
で
デ
モ
行
進
を
行
い

集
会
会
場
に
到
着
後
、
メ
ー
デ
ー

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
連
合
留
萌
地
域
協
議
会

中
内
会
長
よ
り
「
メ
ー
デ
ー
は
1

8
8
6
年
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ

の
労
働
者
が
8
時
間
労
働
を
要
求

し
ス
ト
ラ
イ
キ
を
き
っ
か
け
に
始

ま
り
ま
し
た
。
第
27
回
参
議
院
選

挙
に
勝
利
し
、
労
働
者
が
団
結
し

て
要
求
実
現
の
た
め
、
取
り
組
も

う
」
と
挨
拶
が
さ
れ
、
そ
の
後
、

来
賓
の
中
西
留
萌
市
長
、
神
谷
衆

議
院
議
員
秘
書
か
ら
挨
拶
を
受

け
、
決
議
文
の
採
択
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
お
楽
し
み
の
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
商
品
券
約
50
本
が

景
品
と
し
て
出
さ
れ
、
林
野
労
組

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
商
品
券
を

ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
集
会
の
最
後

に
、
中
内
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
メ
ー
デ
ー
集
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
市
内
の
焼
き

肉
店
に
場
所
を
移
動
し
、
4
月
に

林
野
労
組
に
加
入
し
た
新
規
採
用

者
の
歓
迎
会
も
兼
ね
て
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
メ
ー
デ
ー
に
参
加

デ
モ
行
進
や
抽
選
会
な
ど
で

楽
し
く
交
流

林
野
労
組
11
名
が
参
加

集
会
後
新
採
歓
迎
会
を
開
催

【
米
田
通
信
員（
北
海
道
・
日
高
北
部
）】

5
月
1
日
、
平
取
町
に
お
い
て

「
第
96
回

平
取
地
区
メ
ー
デ
ー

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
日
高
北
部

分
会
か
ら
5
名
が
参
加
し
、
集
会

に
は
平
取
町
長
他
町
議
が
出
席
さ

れ
、
メ
ー
デ
ー
の
歴
史
・
意
義
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
集
会
で
は
町
内
を
デ

モ
行
進
し
、
労
働
組
合
と
し
て
町

民
へ
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
審
査
や
、
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
集
会
は
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。
集
会
後
は
、
居
酒
屋

に
移
動
し
、
交
流
会
を
行
い
日
頃

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

翌
日
5
月
2
日
は
、
日
高
町
に

お
い
て
、「
第
96
回

連
合
日
高

地
区
統
一
メ
ー
デ
ー
」
が
開
催
さ

れ
、
日
高
北
部
分
会
か
ら
5
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
大

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
交

流
会
を
行
い
日
頃
の
職
場
の
改
善

点
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
し
ま
し

た
。両

日
と
も
に
連
休
中
の
メ
ー
デ

ー
集
会
で
し
た
が
、
日
頃
の
分
会

活
動
の
せ
い
か
楽
し
そ
う
に
参
加

し
て
い
た
仲
間
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
連
合
の
活
動
も

大
事
な
こ
と
な
ん
だ
な
ぁ
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
に
2
日
間
参
加

連
合
の
重
要
性
を
再
認
識

【
戸
高
通
信
員（
近
中
・
広
島
北
部
）】

4
月
26
日
、
広
島
三
次
ワ
イ
ナ

リ
ー
芝
生
広
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
第
96
回
広
島
県
備
北
地
域
メ

ー
デ
ー
に
当
分
会
か
ら
組
合
員
家

族
含
む
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
式
典

で
は
約
8
0
0
名
の
組
合
員
と
そ

の
家
族
が
結
集
し
、
三
次
市
長
を

は
じ
め
10
名
の
来
賓
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

式
典
は
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
締

め
く
く
り
、
そ
の
後
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
地
元
出
身
の
大
道
芸
人
「
レ

モ
ン
」
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
披
露
、

連
合
青
年
女
性
部
に
よ
る
大
抽
選

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
抽
選
会
で
は
子
供
た
ち
に
人

気
の
商
品
が
多
数
あ
り
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
歓
喜
の
声
が
起
こ
り
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。引

き
続
き
、
連
合
と
協
力
し
な

が
ら
地
域
で
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
宮
下
通
信
員
（
中
部
地
本
）】

長
野
市
東
口
公
園
で
「
長
野
県

中
央
メ
ー
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
の
労
働
組
合
員
な
ど
約

2
0
0
0
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
根
橋

連
合
長
野
会
長
は
、「
中
小
企
業

の
活
性
化
と
良
質
な
雇
用
の
創
出

に
は
適
切
な
価
格
転
嫁
の
推
進
、

適
正
な
取
引
関
係
の
確
立
、
経
営

基
盤
の
強
化
な
ど
持
続
的
な
環
境

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
参
議

院
選
挙
で
は
働
く
者
、
生
活
者
の

立
場
に
た
っ
た
政
治
勢
力
を
拡
大

し
、
働
く
者
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
自
ら
行
動
し
て
い
け
ば

必
ず
政
治
は
変
え
ら
れ
る
と
積
極

的
な
選
挙
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

来
賓
に
は
阿
部
長
野
知
事
を
は

じ
め
、
立
憲
民
主
党
な
ど
野
党
3

党
の
代
表
者
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
賃
上
げ
が
当
た
り

前
の
社
会
を
目
指
し
、「
企
業
規
模

間
、雇
用
形
態
間
、男
女
間
の
格
差

是
正
と
労
務
費
を
含
む
適
切
な
価

格
転
嫁
、
適
正
取
引
を
徹
底
し
、

組
合
の
な
い
中
小
企
業
に
も
賃
上

げ
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
す
る
メ

ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
後
は
「
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実

現
」
等
を
訴
え
な
が
ら
市
内
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

長
野
県
内
各
産
別
組
合
員

2
0
0
0
人
が
結
集

晴天に恵まれ
800人が結集

【
後
藤
通
信
員
（
四
国
地
本
）】

連
合
高
知
主
催
の
第
96
回
メ
ー

デ
ー
高
知
県
大
会
は
4
月
29
日
に

21
産
別
13
団
体
約
9
5
0
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
、
林
野
労
組
、
全

山
労
、
林
退
会
か
ら
25
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
は

じ
め
て
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
池
澤
会
長
は
、

2
0
2
5
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い

て
、「
今
こ
そ
、
賃
金
の
抑
制
傾

向
や
慢
性
的
デ
フ
レ
経
済
に
終
止

符
を
打
ち
、
中
期
的
に
分
厚
い
中

間
層
の
復
活
と
働
く
貧
困
層
の
解

消
に
よ
っ
て
、
経
済
の
自
律
的
成

長
を
め
ざ
し
て
い
く
」
と
決
意
を

述
べ
る
と
と
も
に
、「
先
の
衆
議

院
選
挙
で
野
党
が
躍
進
し
、
政
治

の
変
化
が
生
ま
れ
た
。
7
月
の
参

議
院
選
挙
は
政
治
の
変
化
を
一
過

性
の
も
の
と
せ
ず
、
政
治
の
ス
テ

ー
ジ
転
換
を
実
現
す
る
た
め
に
重

要
な
闘
い
と
な
る
。
私
た
ち
は
、

連
合
が
推
薦
す
る
候
補
者
を
先
頭

に
、
真
に
国
民
に
向
き
合
っ
た
政

治
を
め
ざ
そ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。恒

例
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
能
登
半

島
沖
地
震
の
被
災
地
支
援
の
た
め

の
景
品
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
森
林
労
連
参
加

者
か
ら
の
当
選
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

最
後
に
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
万
雷

の
拍
手
で
確
認
し
、
市
民
に
向
け

て
「
物
価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ

を
」「
戦
争
反
対
、
核
兵
器
廃
絶
」

等
を
訴
え
な
が
ら
デ
モ
行
進
で
終

了
し
ま
し
た
。

【
南
村
通
信
員
（
近
中
・
局
）】

5
月
1
日
、
第
96
回
大
阪
地
方

メ
ー
デ
ー
が
大
阪
城
公
園
で
開
催

さ
れ
、
構
成
組
織
・
地
域
・
地
区

か
ら
1
万
人
が
結
集
し
、
局
分
会

か
ら
組
合
員
7
名
が
参
加
し
ま
し

た
。主

催
者
代
表
し
、
田
中
実
行
委

員
長
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
30
年
、
ま
た
昨
年
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
や
各
地
で
頻
発
す
る

自
然
災
害
に
触
れ
、「
災
害
を
過

去
の
こ
と
と
せ
ず
、
今
と
未
来
を

守
る
た
め
に
防
災
・
減
災
の
取
り

組
み
を
広
げ
、
支
え
合
い
・
助
け

合
い
の
社
会
を
築
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

戦
後
80
年
と
い
う
節
目
の
年
で

あ
り
「
平
和
の
尊
さ
と
命
の
重
み

を
今
一
度
問
い
直
し
、
次
代
に
し

っ
か
り
と
つ
な
げ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
物
価
上
昇
と
実
質
賃
金

の
低
下
、
将
来
不
安
が
続
く
社
会

情
勢
の
中
で
、
今
春
闘
で
は
多
く

の
組
合
が
昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ

の
情
勢
に
触
れ
、「
い
ま
こ
そ
�
人

へ
の
投
資
�
を
社
会
全
体
で
進
め

る
べ
き
。
労
働
組
合
に
は
社
会
を

変
え
る
力
が
あ
る
」
と
力
強
く
訴

え
ま
し
た
。

式
典
終
盤
に
は
第
27
回
参
議
院

議
員
選
挙
必
勝
特
別
決
議
、
メ
ー

デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
メ
ー
デ
ー
宣

言
の
提
案
が
さ
れ
、
参
加
者
全
員

で
採
択
し
ま
し
た
。
最
後
に
参
加

者
全
員
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
今

年
の
メ
ー
デ
ー
式
典
を
終
了
し
ま

し
た
。

林
野
労
組
フ
ァ
ミ
リ
ー

25
人
が
参
加

支
え
、
助
け
合
う
社
会
の

実
現
を
確
認

恒
例
の
焼
肉
で

団
結
を
深
め
る

【
古
畑
通
信
員
（
中
部
・
木
曽
】】

第
96
回
木
曽
地
区
メ
ー
デ
ー
は

4
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
各
単
産

か
ら
約
2
5
0
名
（
木
曽
分
会
組

合
員
23
名
、
南
木
曽
分
会
8
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
副
実
行
委
員
長
の
西

村
労
組
会
議
議
長
（
木
曽
分
会
特

別
執
行
委
員
）
の
挨
拶
に
よ
り
開

会
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
は
「
平
和
が
あ
っ

て
こ
そ
働
く
こ
と
が
で
き
る
」
と

し
平
和
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
し
ま
し
た
。

特
別
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
戦
後
80
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和

実
現
」
を
提
案
し
満
場
一
致
で
採

択
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
後
、
デ
モ
行

進
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

第
2
部
は
各
町
村
か
ら
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
様
々
な
賞
品
の
抽

選
会
と
な
り
、
西
村
労
組
会
議
議

長
も
抽
選
者
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。ま

た
、
青
年
女
性
委
員
が
作
成

し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
は
、
残
念
な
が

ら
参
加
賞
で
し
た
。

終
了
後
、
恒
例
の
焼
肉
で
盛
大

に
団
結
会
を
開
催
し
、
大
い
に
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
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